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明
し
、
特
区
内
の
一
般
寺
院
も
今
回
の
研

修
協
議
会
に
限
り
参
加
可
能
で
あ
る
た
め
、

参
加
・
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

※
【
財
務
議
決
議
案
】
は
以
下
の
通
り
。

第
1
号　

２
０
１
９
年
度
一
般
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
費
歳
計
予
算
案
…
…
原
案

可
決

第
2
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
伝
道
車
維
持
積
立
金
歳
計

予
算
案
…
…
原
案
可
決

第
3
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
振
興
金
庫
積
立
金
歳
計
予

算
案
…
…
原
案
可
決

第
4
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

沖
縄

県
宗
務
事
務
所
退
職
積
立
金
歳
計
予
算
案

…
…
原
案
可
決

第
5
号　

２
０
１
９
年
度
特
別
会
計　

子
ど

も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
費
歳
計
予
算

案
…
…
原
案
可
決

第
6
号　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
一
般

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
費
歳
計
予
算

補
正
案
…
…
原
案
可
決

第
7
号　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
伝
道
車
維
持

積
立
金
歳
計
予
算
補
正
案
…
…
原
案
可
決

第
8
号　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
振
興
金
庫
積

立
金
歳
計
予
算
補
正
案
…
…
原
案
可
決

第
9
号　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
特
別

会
計　

沖
縄
県
宗
務
事
務
所
退
職
積
立
金

歳
計
予
算
補
正
案
…
…
原
案
可
決

第
10
号 

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
特
別
会

計　

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
推
進
費

歳
計
予
算
補
正
案
…
…
原
案
可
決

3
月
28
日
（
木
）
午
後
７
時
、
天
久
新

都
心
寺
務
所
に
お
い
て
、「
２
０
１
８
（
平

成
30
）
年
度
第
2
回
沖
縄
県
宗
務
推
進
会

議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
勤
行
、
佐
々
木

龍
三
所
長
挨
拶
、
芝
田
祐
蔵
会
長
挨
拶
に

続
い
て
、
芝
田
会
長
指
名
に
よ
り
議
事
録

署
名
人
に
高
木
正
敏
委
員
と
上
勢
頭
同
子

委
員
を
選
出
。
議
事
に
入
り
、
財
務
議
決

議
案
第
1
号
か
ら
第
10
号
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
予
算
案
及
び
予
算
補
正
案
を
読
み

上
げ
説
明
。
質
疑
で
は
、
蔵
當
博
文
委
員

よ
り
各
費
目
の
雑
収
入
に
つ
い
て
預
金
利

息
額
が
不
明
瞭
と
指
摘
が
あ
り
、
あ
わ
せ

て
来
年
度
予
算
審
議
の
前
に
今
年
度
の
補

正
予
算
審
議
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
委
員
よ

り
第
50
回
九
州
地
区
組
長
研
修
協
議
会
ス

タ
ッ
フ
費
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
事
務

局
よ
り
第
50
回
九
州
地
区
組
長
研
修
協
議

会
会
計
に
宗
派
助
成
金
が
入
金
さ
れ
る
こ

と
、
他
教
区
開
催
に
お
い
て
も
教
区
に
て

経
費
を
一
部
負
担
し
て
い
る
た
め
、
特
区

内
及
び
連
区
内
の
ス
タ
ッ
フ
に
か
か
る
経

費
を
一
般
会
計
か
ら
支
出
す
る
と
答
弁
し
、

全
会
一
致
で
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
よ
り
次
の
事
務
連
絡

を
行
い
ま
し
た
。

①
２
０
１
９
年

度
行
事
一
覧
表

を
参
照
い
た
だ

き
、
各
行
事
へ
参

加
・
参
拝
を
依
頼
。

②｢

御
同
朋
の

社
会
を
め
ざ
す

運
動
」（
実
践
運

動
）
総
合
基
本
計

画
・
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
今

年
度
の
報
告
、
次

年
度
の
取
組
み

に
つ
い
て
説
明
。

③
所
長
よ
り
宗
派
か
ら
の
連
絡
事
項
。

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
島
武
夫
組
長

職
務
よ
り
、
期
日
が
迫
っ
て
き
た
第
50
回

九
州
地
区
組
長
研
修
協
議
会
に
つ
い
て
現

状
を
説
明
し
、
参
加
・
協
力
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
も
会
場
案
内
、

法
話
、
調
声
等
の
役
配
依
頼
に
つ
い
て
説

第2回

沖
縄
県
宗
務
推
進
会
議

1
月
28
日（
月
）に
山
口
教
区
寺
院
有
志
、

1
月
29
日
（
火
）
に
安
芸
教
区
沼
田
組
門

徒
総
代
会
、
1
月
30
日
（
水
）
に
同
和
教

育
振
興
会
、
2
月
7
日
（
木
）
に
大
分
教

区
中
津
組
光
楽
寺
、
2
月
16
日
（
土
）
に

兵
庫
教
区
出
石
組
西
方
寺
、3
月
2
日
（
土
）

に
龍
谷
大
学
深
川
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
沖
縄
別
院
に
団
体
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、3
月
3
日
（
日
）
に
有
村
家
（
鹿

児
島
県
）
の
ご
家
族
が
初
参
式
で
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ハイサイ!!

沖
縄
へ
よ
う
こ
そ

行事
案内

５月後半の行事
第 1回実践運動研修会【沖縄別院】

5 月18 日（土）午後 7 時～
宗祖降誕会【沖縄別院】

5 月19 日（日）午前 10 時～
キッズサンガ【久米島布教所】

5 月19 日（日）午前 10 時～
法話会【久米島布教所】

5 月19 日（日）午後 7 時～
常例法座【天久礼拝所】

5 月 26 日（日）午前 10 時～
法話：湯次行範 師（別院職員）
６月の行事

常例法座【沖縄別院】
6 月 9 日（日）午前 10 時～
法話：三戸光英 師（別院職員）

沖縄県慰霊の日追悼法要【沖縄別院】
6 月 23 日（日）午前 10 時～
７月前半の行事

第 50 回九州地区組長研修協議会沖縄大会
7 月 2 日（火）～ 3 日（水）

常例法座【沖縄別院】
7 月14 日（日）午前 10 時～
法話：杉浦浄澄 師（別院職員）

↑龍谷大学深川ゼミの皆さん

←同和教育振興会の皆さん

大分教区中津組光楽寺の皆さん

兵庫教区出石組西方寺の皆さん

山
口
教
区
寺
院
有
志
の
皆
さ
ん

安
芸
教
区
沼
田
組

門
徒
総
代
会
の
皆
さ
ん

初
産
式
で
お
参
り
さ
れ
た
有
村
家
の
ご
家
族

※	

特
区
内
寺
院
・
布
教
所
の
行
事
告
知
・
レ
ポ
ー
ト
、
お

寺
紹
介
文
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
・
申
込

み
は
特
区
報
「
お
き
な
わ
」
担
当
ま
で
。

お
き
な
わ
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3
月
24
日
（
日
）
午
後
５
時
50
分
よ
り
、

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
と
し
て
ロ
ウ
ソ
ク

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
沖
縄
別
院
本
堂
に

て
、「
沖
縄
県
宗
務
特
別
区　
全
戦
没
者
追

る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
。『
大
無
量
寿

経
』
よ
り
）
を
ず
っ
と
さ
け
び
続
け
て
い

き
た
い
」
と
し
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

法
要
で
は
、
毎
月
の
勤
式
練
習
会
で
習

礼
を
重
ね
て
き
た
特
区
内
僧
侶
が
結
衆
と

し
て
出
勤
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
18
日
（
月
）
よ
り
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
納
骨
堂
内
で
沖
縄
戦
写

真
等
の
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
戦

争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
記
録
写
真
や
、
現

代
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
戦
争
に
つ
い
て

の
詩
や
作
文
を
展
示
。
見
学
さ
れ
た
方
は

「
大
変
な
時

代
だ
っ
た
ん

で
す
ね
」「
二

度
と
繰
り
返

し
て
は
い
け

な
い
」
な
ど

と
口
々
に
話

さ
れ
て
い
ま

し
た
。

エントランスを
ロウソクで美し
く灯した「キャ
ンドルナイト」

悼
法
要
」
を
修
行
し
ま
し
た
。

佐
々
木
龍
三
実
践
運
動
特
区
委
員
会
委

員
長
に
よ
り
「
次
世
代
へ
非
戦
・
平
和
の

思
い
を
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
し
て

開
会
式
を
始
め
、
講
演
会
で
は
講
師
の
大

城
貴
代
子
氏
（
沖
縄
別
院
責
任
役
員
）
か

ら
「
女
（
イ
ナ
グ
）
や
平
和
の
先
走
（
サ

チ
バ
イ
）
～
沖
縄
に
恋
し
て
55
年
～
」
と

の
講
題
で
、
ご
自
身
の
戦
後
と
山
口
か
ら

沖
縄
へ
嫁
い
で
き
た
55
年
の
経
験
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
城
氏
は
「
い
ま
だ

に
世
界
の
ど
こ
か
で
争
い
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
兵
戈
無
用
（
武
力
も
武
器
も
用
い

沖縄特区
全戦没者追悼法要

大城氏による講演の様子

納骨堂での沖縄戦パネル展

納
骨
堂

総
追
悼
法
要

別
院
、
天
久
、
久
米
島

に
大
勢
の
参
拝
者

2
月
20
日
（
水
）、
納
骨
堂
総
追
悼
法

要
を
沖
縄
別
院
（
午
前
10
時
、
午
後
２
時
）、

天
久
礼
拝
所
（
正
午
）、久
米
島
布
教
所
（
正

午
）
そ
れ
ぞ
れ
で
修
行
し
ま
し
た
。
こ
の

法
要
は
、
旧
暦
１
月
16
日
（
ジ
ュ
ウ
ル
ク
ニ

チ
ー
）
に
あ
わ
せ
納
骨
堂
利
用
者
を
対
象
に

行
っ
た
も
の
で
、
ど
の
納
骨
堂
も
大
勢
の
方

が
お
参
り
に
来
ら
れ
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い

に
な
り
ま
し
た
。

沖縄ではジュウルクニチーに、多くの方がお墓や
納骨堂にお参りされる。納骨堂は人、人、人。

春
季
彼
岸
会

「
倶
会
一
処
」
と
皆
で
掌
を
合
わ
せ
る

3
月
21
日
（
木
）、
午
前
10
時
か
ら
沖
縄

別
院
で
春
季
彼
岸
会
の
法
要
を
修
行
し
ま
し

た
。
佐
々
木
龍
三
輪
番
は
「
倶
会
一
処
」
と

い
う
お
経
の
言
葉
は
「
ま
た
あ
え
る
世
界
が

あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
」
と
お
話
し

ま
し
た
。
法
要
終
了
後
の
茶
話
会
で
は
、
参

拝
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
城
貴
代
子
さ
ん
手

作
り
の
お
い
し
い
お
は
ぎ
を
い
た
だ
き
、
楽

し
い
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

ボ
ー
ル
で
す
。
み
ん
な
で
汗
を
か
き
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。午

後
７
時
か
ら
は

大
人
が
加
わ
り
、
法

話
会
〈
報
恩
講
〉
を

勤
修
。
佐
々
木
龍
三

輪
番
が
「
ご
恩
」
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し

た
。
お
勤
め
後
の
懇

親
会
で
は
、
お
参
り

の
皆
さ
ん
と
職
員
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

久
米
島
報
恩
講

3
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り
、
久

米
島
布
教
所
で
子
ど
も
対
象
の
日
曜
学
校
を

開
き
ま
し
た
。
法
要
後
は
境
内
地
で
ド
ッ
チ

↑彼岸会法要後、にぎやかな茶話会。

皆でお経を唱和→

佐
々
木
輪
番
の
お
話
に

じ
っ
と
耳
を
傾
け
る


